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Ⅰ 単元の構想 

１ 単元観  

 本単元は、地理的分野(3)日本の諸地域において、③「産業を中核とした考察の仕方」について中部

地方を取り上げて構成されたものである。中部地方は、北陸・中央高地・東海の三つの地域に分けら

れ、それぞれ異なる自然環境や歴史的背景の下で発展した産業について分析・考察する活動に適して

いる。また、京阪神・東京の二大都市圏をはじめ他地域との結び付きを支える交通の発達とも密接に

関わっており、交通網の発達と産業の発展の因果関係について明らかにしていくことも重要となる。 

 このように、中部地方は三つの地域がそれぞれ異なる地理的条件を活かしながら特色ある産業が発達

しており、自然環境・他地域との結び付き、あるいは歴史的背景など他の中核となる地理的事象と関

連付けて考察することに適した地域であるといえる。 

 

２ 研究との関わり 

本研究は、ＥＳＤの視点を用いて、社会につながる学びに生きる力の育成を目指すものである。ま

ず、ＥＳＤの視点に立った学習指導で重視する七つの能力・態度の育成を意図的にねらった単元構想

を行い、その上で学習過程に対話を中心とした協働的な学びを段階的に位置づけている。また、ＥＳ

Ｄの視点を取り入れた学習管理シートを用いることで、教科の学びにとどまらず、広く社会で応用可

能な汎用性のある能力や態度について実感させ、育成することを目指している。 

本単元では、学習課題を設定後、三地域を比較する活動、交通網や歴史的背景との関連を探りなが

ら安中市でも行える取組について考え・議論するなどの活動を行う。その中で、現代社会の問題を主

体的に捉え、身近な課題を発見・追究・解決する過程を経験することにより、生徒の価値観や行動の

変容につながることが期待できることから、本研究の目指す生徒の育成につながると考えられる。 

 

３ 単元の目標及び生徒の実態 

 目 標 児童（生徒）の実態 

知識及び技能 ・中部地方の自然環境や産業・交通

に関連する事象、抱えている課題

について理解するとともに、選択

した資料について調べたりまとめ

たりできるようにする。 

・個々の事象について時間をかけ、丁

寧に理解しようとする生徒が多い。 

・これまでの学習活動を通して多くの

資料の読み取りや活用について経験

を積んできた。 

思考力、判断力、 

表現力等 
・中部地方の三地域について自然環

境や交通網、歴史的背景などを有

機的に結び付け、人々の抱える課

題や解決策などを多面的・多角的

に考察・表現できるようにする。 

・社会的事象について複数の側面から
考察することができる生徒もいる。 

・時間や空間のつながりなど広い視野

に立って事象を捉え考察する経験を

積んできている。 

学びに向かう力、 

人間性等 
・中部地方について、そこで見られ

る課題を主体的に追究・解決しよ

うとする態度を養う。 

・自らの学びを振り返ったり見通しを
もったりすることのよさを感じてい
る生徒が多い。 

 

４ 評価規準 

知識・技能 ・中部地方の産業の特色をめぐり、自然環境や交通網との関わりに着目して

人々の営みや課題について理解している。 

・中部地方について、資料から課題解決に必要な情報を効果的に調べたりまと

めたりする技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 ・中部地方の三つの地域について、自然環境や交通網、また歴史的背景を踏ま

えて発展の要因や今後の課題等を有機的に結び付けて多面的・多角的に考

察、表現している。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

・見通しをもって学習に取り組み、課題を追究しようとしている。 

・他者の考えを取り入れながら、よりよい社会の実現を目指して課題の解決に

向けて主体的に追究しようとしている。 



５ 指導及び評価、ＩＣＴ活用の計画（全６時間） 

過

程 

時

間 

■ねらい 

□学習活動 

★ＩＣＴ活用に関する事項 

知 思 態 ◆評価項目＜方法（観点）＞ 

［記］:記録に残す評価 

○指導に生かす評価 

●評定に用いる評価 

 

 

 

 

 

つ

か

む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中部地方の自然環境と交通網を概観し、地

形・気候の特色を捉えられるようにする。 

 

□資料を基に中部地方の様々な事象に出合う

とともに、その傾向や特色について話し合

う。また、諸資料を基に学習課題を作成す

る。（★） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

● 

 

 

 

◆地図や雨温図、交通に関す

る主題図を読み取り、中部

地方の地域的課題について

見通しをもっている。 

＜活動の様子（態）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追

究

す

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

■「自然環境」「交通網」を中核に三つの地

域の産業と交通網の関わりについて理解す

るとともに、人々の暮らしや地域の課題と

関連付けて整理することができるようにす

る。 

 

□中部地方に関する様々な事象について、

「見方・考え方」を働かせて整理する。ま

た、事象の因果関係や関連性を考えてマッ

プに表現する。（★） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

   

 

 

 

 

 

◆中部地方の自然環境や交通

網、歴史的背景を生かした

産業や取組について、様々

な情報を調べ、まとめてい

る。 

＜マップ（知）［記］＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

■「自然環境」「交通網」を中核に、人々の

生活や産業に関する事象を関連付け、課題

に対する自分の考えを表現（考察）するこ

とができるようにする。 

 

□マップにまとめた内容を基に人々の生活や

産業についての自分の考えをまとめる。

（★） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

〇 

  

 

 

 

 

◆調べた情報やマップを基

に、自分の考えを組み立て

て表現している。 

＜スライド（思）＞ 

 

 

 

 

 

［単元の学習課題（例）］  

自然環境や交通網を生かした地域産業の取組は、どのように行われているのだろう。 

［本時のめあて］ 

中部地方の自然環境と交通網について調

べ、産業に関する単元の課題を立てよう。 

［本時のめあて］ 

中部地方の自然環境や交通網は、どのよ

うな歴史を経て、どのような産業につな

がっているのだろう。 

［本時のめあて］ 

中部地方の自然環境や交通網は、どのよ

うな歴史を経て、どのような産業につな

がっているのだろう。 

活用するＥＳＤの能力・態度 

②未来像を予測して計画を立てる力 

③多面的・総合的に考える力 

活用するＥＳＤの能力・態度 

③多面的・総合的に考える力 

⑤他者と協力する態度 

活用するＥＳＤの能力・態度 

③多面的・総合的に考える力 

⑦進んで参加する態度 



 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■単元の課題について、他者との対話を通し

て自分の考えをよりよい内容に補完・修正

できるようにする。 

 

□課題に対する考え（考察）を他者と共有

し、様々な角度から修正や追加を行って自

分の考察をよりよいものにしていく。 

 

  

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆他者との意見交流を踏ま

え、自分の考えを補完・修

正している。 

＜スライド（思）［記］＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

■単元の結論を活用してよりよい社会の実現

について議論する活動を通して、身近な地

域の在り方について考えられるようにす

る。 

 

□課題について他者と議論する活動を通し

て、よりよい結論を導く。また、「安中市

として今後どうあるべきか」という視点で

議論し、提言内容をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

〇 

  

 

 

 

 

◆学習してきたことを生かし

て提言する内容について話

し合い、表現している。 

＜記述（思）＞ 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中部地方の学習を通して学んだことを基

に、今後の安中市の在り方について自分た

ちの考えを発信できるようにする。 

 

□中部地方の自然環境と交通網を生かした取

組をモデルにして、今後期待される安中市

の取組について提言を行う。（★） 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

● 

 

 

 

 

◆よりよい社会の在り方につ

いて、主体的に追究・解決

しようとしている。 

＜活動の様子・動画（態）＞ 

 

 

 

 

 

［本時のめあて］ 

意見交換を通して、自分の考え（考察）

をブラッシュアップしよう。 
 

［本時のめあて］ 

中部地方の取組を、他地域（安中市）で

も生かしていくにはどうすればよいのだ

ろうか。 

［本時のめあて］ 

中部地方の学習を通して考えた「これか

らの安中市の地域産業の在り方」につい

て提言しよう。 

［単元の学習課題２］ 

（中部地方の取組に学んで）安中市の地域産業は今後どうあるべきか。 

活用するＥＳＤの能力・態度 

①批判的に考える力 

⑤他者と協力する態度 

活用するＥＳＤの能力・態度 

①批判的に考える力 

②未来像を予測して計画を立てる力 

 

活用するＥＳＤの能力・態度 

④コミュニケーションを行う力 

⑥つながりを尊重する態度 

 



Ⅱ 第 1時の学習 

１ ねらい 資料を基に自然環境と交通網を概観する活動を通して、中部地方の自然環境と交通網の

特色を捉えられるようにする。 

２ 準備  教科書、学習管理シート、タブレット端末、電子黒板 ホワイトボード 

 

３展開 

主な学習活動        

予想される児童(生徒)の反応〔Ｓ〕 

★ＩＣＴ活用に関する事項  

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 中部地方（三地域）について知っていること

を共有して、イメージをもつ。（１０分） 

Ｓ：豪雪、越前ガニ、白川郷、名古屋、新幹線 

 

 

 

 

 

○中部地方について多面的・多角的に捉えられ

るように、適切な資料を提示する。 

           

◎学習前の実態を把握・共有するために、テキ

ストマイニングを活用する。 

           

◎協働的な学びを生み出すために、積極的に他

者との意見交換を取り入れる。 

２ 資料をもとに中部地方の自然環境や交通網に

ついて読み取り、特色を概観する。          

（２０分）              

（★読み取った内容は Googleスライドに記録） 

 

Ｓ：地形と気候は三者三様だな。 

 

 

 

 

 

Ｓ： 

 

○資料を正しく読み取れるよう必要十分な時間

を充て、必要に応じて段階的に説明する。 

 

◎中部地方の特色に生徒が捉えられるように、

具体例を交えながら「見方・考え方」を働か

せ方について支援する。 

 

◎読み取った事実と人々の生活を関連付けて捉

えられるように、記述の仕方について必要に

応じて助言する。 

      それぞれに言えること 

  強み（魅力）← 事象 →弱み（課題） 

３ 読み取った特色を踏まえ疑問や追究したいこ

とについて話合い、学習の見通しをもつ。 

→ 単元の学習課題を立てる（１５分） 

                     

Ｓ：産業を交通網は密接に関わっていそうだな。 

 

Ｓ：地方ごとの強みと弱みは何だろう。共通点は

何だろう。 

Ｓ：安中市との共通点、学べる点は何かな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○単元を通して追究する適切な学習課題を設定

するために、必要に応じて生徒の発言をファ

シリテートする。    

 

◎人々の工夫による課題の解決やよりよい社会

の実現に向けた取組に意識を向けられるよう

に、適宜課題設定の視点を補足する。 

 

 

４ 本時を振り返り、次時への見通しをもつ。 

（５分）     

Ｓ：自然環境と産業の関りについて知りたい。 

 

Ｓ：安中市は中部地方の隣だから様々なつながり

があるのかもしれない。 

 

◎学習内容や自身の頑張りをていねいに評価で

きるように、振り返りシートの項目を工夫

し、十分な時間を確保する。 

 

○正しく学びの成果を蓄積するために、「学習

管理シート」の使い方について必要に応じて

説明や補助を行う。 

＜めあて・課題・見通し等＞ 

中部地方の自然環境と交通網について調べ、

産業に関する単元の課題を立てよう。 

［単元の学習課題（例）］  

自然環境や交通網を生かした地域産業の取組は、どのように行われているのだろう。 

◆評価項目 

 中部地方の地域的課題について見通しをも

つことができる。＜活動の様子（態）＞ 

中部地方の自然環境の特色 

・山がちな地域に平野や盆地が点在／地図 

・三地域でそれぞれ異なる特色がある／雨温図 

・京阪神と東京の中間に位置する／高速道路 

                など 

・温暖な気候で全体的に夏の降水量が多い 

               ／雨温図より 

活用するＥＳＤの能力・態度 

②未来像を予測して計画を立てる力 

③多面的・総合的に考える力 



 第２時の学習 

１ ねらい 資料を基に調べたり整理したりする活動を通して、中部地方の自然環境や交通網を生か

した地域産業の取組について関連付けて整理できるようにする。 

２ 準備  教科書、学習管理シート、タブレット端末、電子黒板 マップ（A3） 

 

３ 展開 

主な学習活動        

予想される児童(生徒)の反応〔Ｓ〕 

★ＩＣＴ活用に関する事項  

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 前時の学習を振り返り、本時のめあてをつか 

む。          （５分） 

Ｓ：今日はどんなことを学ぶのかな。 

 

 

 

 

○本時の活動に円滑に入れるように、前時の要

点について対話形式で確認する。（対話式） 

 

 

 

 

○活動を円滑に進めるために電子黒板を使って

活動の流れや要点を説明する。 

 

２「見方・考え方」の働かせ方とウェビングマッ

プの作成方法について全体で確認する。                 

（５分） 

Ｓ：色々なキーワードの関連を見付けたい。どの

ようにつなげようかな。 

Ｓ：まずは三地域ごとの特色を産業（工業・農業

など）と関連付けてまとめてみようかな。 

○「見方・考え方」を確実に働かせることがで

きるように、具体例を示し必要に応じて個別

に支援する。（学習管理シートの裏面を活用

する） 

 

〇重要語句を確実に調べることができるよう

に、教科書 p２３２の「キーワード」は必ず

マップに取り入れることを確認する。 

３ 三つの地域（東海・中央高地・北陸）につい

て、「見方・考え方」を働かせて情報分析と整

理を行い、産業に関する事象をマップに整理す

る。 

            （３５分） 

（★マップは最終的に Googleスライドに保存） 

 

Ｓ：名古屋が中心か。九州の福岡みたいだ。 

Ｓ：三地域は気候はそれぞれ特徴があるな。 

Ｓ：北陸は豪雪という環境を生かしている。 

Ｓ：三地域とも高速道路を活用した産業だね。 

Ｓ：綿花や養蚕が関連しているとは意外だな。 

Ｓ：TOYOTAの存在は大きいな。 

Ｓ：海外との繋がりはどんな特色があるだろう。 

Ｓ：安中に生かせるのはどんな工夫だろう。 

Ｓ：自然環境は変えられないが工夫次第でより 

よくできることはどんなことかな。  

 

 

 

 

 

 

 

◎事象同士を結び付けながら産業の発展に関わ

る人々の営みに着目できるよう、マッピング

の工夫について電子黒板に掲示する。 

 

〇特色ある各地の産業についてより深く理解で

きるように、歴史的背景に着目するよう促

し、具体例を示す。 

 

○円滑な活動につながるように、活動の途中で

適宜生徒同士の自由な共有の時間を設ける。 

 

〇生徒が課題解決に必要な情報を適切に選択・

整理できるように、適宜個別の支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時を振り返り、次時への見通しをもつ。 

（５分）     

Ｓ：どの部分を中心に考察をつくろうかな 

Ｓ：三つの地域を上手く取り入れて結論をつくり

たいな。 

○活動時間を有効に使うために、個々の判断で

本時の振り返りの時間を設定してよいことを

伝える。 

 

＜めあて・課題・見通し等＞ 

中部地方の自然環境や交通網は、どのような

歴史を経て、どのような産業につながってい

るのだろう。 

 

◆評価項目 

中部地方の自然環境や交通網、歴史的背景

を生かした産業や取組について、様々な情報

を調べ、まとめている。 

＜マップ（知）＞ 

 

ウェブマップ内にこういったコメン

トを積極的に残す→「考察」へ 

活用するＥＳＤの能力・態度 

③多面的・総合的に考える力 

⑤他者と協力する態度 

（例）三つの地域の特色ある気候・二大都

市圏の中間地・各地を結ぶ高速・名古屋… 



 第３時の学習 

１ ねらい 中部地方の特色ある産業の発展に関連する事象をマップに表す活動を通して、単元の課

題に対する自分の考えを表現（考察）することができるようにする。 

２ 準備  教科書、学習管理シート、タブレット端末、電子黒板 マップ（A3） 

 

３ 展開 

主な学習活動        

予想される児童(生徒)の反応〔Ｓ〕 

★ＩＣＴ活用に関する事項  

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 前時の学習を振り返り、本時のめあてをつか 

む。        （５分） 

Ｓ：どの部分を考察の中心、具体例にすればいい

かな。 

 

 

 

 

 

◎考察に必要な視点を示すことで、作成したマ

ップについて見直せるようにする。 

  考察に必要な視点（電子黒板掲示） 

・自然や交通に絡めて特色ある産業に触れてい

るか（ 魅力や工夫 課題 解決策 など ） 

・「見方・考え方」を働かせてまとめているか 

（ 学習管理シートの裏面を活用 ） 

２ 前時の活動を継続し、マップを完成させる。       

（１０分）（★マップは Googleスライドに保存） 

              

Ｓ：あの子の意見、参考にしよう。 

 

Ｓ：マップにすると意外なつながりが見えるな。 

○個々に納得のいく考察ができるよう、必要に

応じて適宜個別にマップ作成の補助をする。 

 

○個々の能力に応じて弾力的に時間配分ができ

るよう指示する。 

 

３ マップをもとに単元の課題に対する事象を整

理して考察し、自分の考えをまとめる。         

（３０分） 

（★考察と動画は Googleスライドに保存） 

 

Ｓ：マップを基に文章を考えよう。 

Ｓ：三つの地域をコンパクトに整理したいな。 

Ｓ：安中市に置き換えると、どういう感じかな。 

Ｓ：友達の考察を読んで参考にしたいな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎活動が円滑に進むように、作成したマップを

基に考察の視点を教師が示し、全体で共有す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇個々の能力に応じて考察の内容や分量、方法

について助言する。 

 

○円滑な活動につながるように、活動の途中で

適宜共有の時間を設ける。 

 

◎自分の学びを客観的に見ることができるよう

に、考察したことを一人一人動画に記録す

る。（クロームブック） 

 

 

 

 

 

４ 本時を振り返り、次時への見通しをもつ。 

（５分）     

 

○次時の内容について簡潔に伝えるとともに、

本時の活動について具体的に称賛し意欲をも

たせる。 

＜めあて・課題・見通し等＞ 

中部地方の自然環境や交通網は、どのような

歴史があり、どのような産業につながってい

るのだろう。 

◆評価項目 

調べた情報やマップを基に、自分の考えを

組み立てて表現している。 

＜スライド（思）＞ 

 

☆動画の撮影について 

① 相手（聞き手）意識をもつ 

② 文章の内容以外のスキルについて考える 

③ 責任と自信をもつ 

 

☆考察の視点（電子黒板掲示） 

①マップから見えた単元の課題に対する 

自分の答え 

②自分がとらえた中部地方の産業の特色 

③地域ごとの産業（人々の取組）につい 

ての具体例 

④マップ作成を通して立てた自分の考え 

たこと（主張） 

活用するＥＳＤの能力・態度 

③多面的・総合的に考える力 

⑦進んで参加する態度 

・自分を客観的にみる・資料として 

・自分の主張を発信する体験として 



第４時の学習 

１ ねらい 他者との対話的な活動に取り組む活動を通して、単元の課題に対する理解を深め、自分

の考え（考察）をよりよい内容に補完・修正できるようにする。 

２ 準備  教科書、学習管理シート、タブレット端末、電子黒板 まとめプリント 

 

３ 展開 

主な学習活動        

予想される児童(生徒)の反応〔Ｓ〕 

★ＩＣＴ活用に関する事項  

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 前時の学習を振り返り、本時のめあてをつか

む。            （５分） 

 

 

◎生徒が活動を通して考察の内容をよりよいも

のに修正できるように、ブラッシュアップの

目的・方法を学級全体で共有する。  

目的と方法 

★目的：意見を出し合い、自分の考えをより 

よいものにする。 

★方法：積極的に指摘し合い、取り入れよう。 

   疑問をぶつけあい、一緒に考える。 

２ 課題に対する考えを他者と共有し、自分の考

えを再構成し結論を導く。   （２０分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（★再構成した考察は Googleスライドに保存） 

◎多様な考え方や価値観に触れることができる

ように、班編成を工夫する。 

（通常班を解体、前時の内容を見て被らない

ように新しい３人組で編成） 

 

◎多様な意見を共有して生かせるように、メン

バーの考察を読み合い、コメントをつける時

間を確保する。（班で適宜） 
※コメント：賞賛と指摘をバランスよく入れる 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の課題に対する結論を学級全体で共有す

し、中部地方の学習のまとめを行う。         

（２０分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎単元で学習してきたことを生かすために、ス

ライドを適宜活用するよう助言する。 

 

〇重要な部分を共有するために、生徒の考察を

取り上げながらまとめを行う。 

 

〇単元の重要語句や要点をまとめるための課題

に取り組み、考察や学習全体を補う。 

 

 

 

 

 

 

４ 本時を振り返り、次時への見通しをもつ。 

（５分）     

Ｓ：指摘をもらって再構成ができそうだ。 

 

○本時の活動の様子について具体的に称賛する

とともに次時の内容について簡潔に触れる。 

＜めあて・課題・見通し等＞ 

意見交換を通して、自分の考察（結論）を「ブラ

ッシュアップ」しよう。 （「磨き上げる」の意味） 

 

◆評価項目 

他者との意見交流を踏まえて、自分の考え

を補完・修正している。 

＜スライド（思）［記］＞ 

［共有したい単元の学習課題についての結論の中心部分］ 

・中部地方は北陸、東海、中央高地がそれぞれに特色ある気候となっている 

・厳しい自然環境や歴史的背景を巧みに利用して産業を発展させてきた（工夫と努力） 

・高速道路など交通網の発達が産業の発展を支えている 

～過去に根差した工夫と努力で、未来を見据えて変化し続ける姿勢～ 

☆考え・考察の視点 

① 学習課題に対する答えになっているか 

② 自然環境の特色を中心にまとめているか 

③ 具体例を挙げて人々の営みや思いについ 

て触れているか 

④ 学習したことに対する自分の思いや考え

が示されているか 

活用するＥＳＤの能力・態度 

①批判的に考える力 

⑤他者と協力する態度 
でも、なぜ、たと

えば、もし、 

気付かせたい。 



 第５時の学習 

１ ねらい 単元の結論を活用してよりよい社会の実現について議論する活動を通して、身近な地域

の在り方について考えられるようにする。 

２ 準備  教科書、学習管理シート、タブレット端末、電子黒板 マップ 

 

３ 展開 

主な学習活動        

予想される児童(生徒)の反応〔Ｓ〕 

★ＩＣＴ活用に関する事項  

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 前時の学習を振り返り、本時のめあてをつか

む。            （５分） 

 

 

 

 

◎必要十分な議論が各班で行えるように、議論

の視点について学級全体で共有する。 

 

〇社会参画意識の醸成につながるように、発表

用のスライドの内容を工夫する 

 

 

２ 「安中市の地域産業は今後どうあるべきか」

という視点で議論し、提言内容を話し合う。  

（３０分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ：みんなで知恵を出し合って提言を作ろう。 

Ｓ：これまでの単元のものを参考にしよう。 

Ｓ：分担を決めて効率的につくるといいな。 

Ｓ：中部地方で学んだことを取り入れよう。 

Ｓ：この案は持続可能な取組になっているかな？ 

Ｓ：この案は様々な立場の人に支持されるかな？ 

Ｓ：解決すべきことが明確になっているかな？ 

Ｓ：この文章表現でちゃんと伝わるかな？ 

Ｓ：発表練習をやりたいな。 

Ｓ：クリックノートを上手く使って作ろう。 

Ｓ：はっきりていねいに伝えたいな。 

◎単元で学習してきたことを生かせるように、

作成してきたスライドを適宜活用するよう助

言する。 

 

◎効率よく活動が行えるように、提言につなが

る視点を全体に示し共有する。 

 

 

 

 

◎安中市の魅力を再発見できるように、資料を

提供するとともに話し合う時間を十分に確保

する。 

 

○自由で活発な議論が行えるように、各班にホ

ワイトボードを配布し活用を促す。 

 

〇円滑に提言が行えるように、方法や手順、分

担などについて話し合うよう助言する。 

 

 

 

３ 作成した提言の発信に向けて練習する。  

（１０分）  

 

◎よりよい提言が行えるよう試行錯誤し、必要

に応じて班同士で指摘し合うなどのアイデア

を示す。 

４ 本時を振り返り、次時への見通しをもつ。 

（５分）     

○主体的に取り組む生徒の姿を具体的に称賛

し、次時への意欲をもたせるようにする。 

＜めあて・課題・見通し等＞ 

中部地方の取組を、他地域（安中市）でも生かし

ていくためにはどうすればよいのだろうか。 

 

◆評価項目 

学習してきたことを生かして、提言する内

容について話合い、表現している。 

＜記述（思）＞ 

［単元の学習課題２］  
（中部地方の取組に学んで…）安中市の地域産業は今後どうあるべきか。 

☆提言を作成する視点（電子黒板掲示） 

①安中市の産業について述べている 

②自然環境や交通、歴史に関連させている 

③参考にした中部地方の取組に触れている 

④改善策や新しい取り組みを紹介している 

⑤取組を通して目指す「安中市の地域産業の

今後のビジョン」が明確に伝わる 

活用するＥＳＤの能力・態度 

①批判的に考える力 

②未来像を予測して計画を立てる力 

 



 第６時の学習 

１ ねらい 学習したことを基に今後の安中市の在り方についての考えを発信する活動を通して、持

続可能な社会の実現について今後も関心や責任をもてるようにする。 

２ 準備  教科書、学習管理シート、タブレット端末、電子黒板  

 

３ 展開 

主な学習活動        

予想される児童(生徒)の反応〔Ｓ〕 

★ＩＣＴ活用に関する事項  

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 前時の学習を振り返り、本時のめあてをつか

む。            （５分） 

 

Ｓ：自分たちの提言は安中市に役立つだろうか 

Ｓ：自分たちの思いは伝わるだろうか 

 

 

 

○班ごとに最適な活動ができるように、本時の

見通しを全体で共有する。 

 

本時の流れ （電子黒板掲示） 

１ 提言内容の決定 

２ 分担の確認・準備 

３ リハーサル 

４ 提言本番（動画撮影） 

５ 振り返り 

 

２ 提言内容の確認をして班ごとにリハーサルを

行う。         （５分） 

 

Ｓ：矛盾や意味の分かりにくい所はないかな。 

Ｓ：この言葉の表現、こちらに変更しようかな。 

Ｓ：他の班はどんな工夫をしているんだろう。 

Ｓ：立ち位置と順番はこれで大丈夫かな。 

Ｓ：マイクにしっかり声が入るかな。 

◎班のメンバー全員で「提言」に関わることが

できるように、発表方法や役割分担、手順な

どを工夫する。 

 

 

◎全員が当事者意識をもって関われるように、

分担などについて適宜支援・助言する。 

３ 発表会形式で提言を行う （３０分）                  

（★提言の文章と動画は Googleスライドに保存） 

 

Ｓ：〇班の具体例はとてもわかりやすかった。 

Ｓ：△班のスライドは内容が伝わりやすい。 

Ｓ：◇班のスピーチは訴えかける感じだな。 

Ｓ：◎班は中部地方の具体例が効果的だな。 

Ｓ：□班のいいところは～～～なところだな。 

 

◎発表者、聞き手双方の立場や意識を体験する

ために簡易的な発表会形式で撮影（記録）を

行う。 

 

◎自分たちの主張を発信して感じたことを多く

の人と共有できるように、感想を伝え合う時

間を適宜設ける。 

   

◎生徒が達成感を味わえるように、発表の合間

でコメントを送り合えるようにする。 

 

 

 

 

４ 単元全体の学習活動を振り返り、単元のまと

めを行う。        （１０分）     

 

Ｓ：中部地方の工夫は安中にも生かせるな。 

Ｓ：今からできることを自分でも探してみたい。 

Ｓ：誰かに伝えることはやりがいがあるな。 

Ｓ：大人になっても安中市に住みたいな。 

Ｓ：将来この経験が役に立つ時がある気がする。 

Ｓ：どの地方も人々の工夫がたくさんあったな。 

Ｓ：安中市のことをもっと詳しく知りたい。 

Ｓ：どんな職業に就けば実際に関われるのか。 

 

◎円滑に振り返りが行えるように、振り返りの

方法や注意点について学級全体で共有する。 

 

◎単元全体を通した自己の成長に目を向けられ

るように、全体・個別に称賛やアドバイスを

行う。 

 

 

＜めあて・課題・見通し等＞ 

中部地方の学習を通して考えた「これからの安

中市の地域産業の在り方」について提言しよ

う。 

 

◆評価項目 

よりよい社会の在り方について、主体的に

追究・解決しようとしている。 

＜活動の様子・動画（態）＞ 

 

活用するＥＳＤの能力・態度 

④コミュニケーションを行う力 

⑥つながりを尊重する態度 

 



４ 板書計画（Googleスライド）  

 

・第１時     「第３章 日本の諸地域 第４節 中部地方①」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本単元の学習に関連する動画リンク集】      【中部地方を既習の地方と比較する図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中部地方の地形的特徴を把握する図】      【中部地方の気候的特徴を把握する図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中部地方の交通網について把握する図】     【調べたことを整理する図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【単元の学習課題】 

 

 

 

 

本資料に掲載されている商品又はサービスなどの名称は、各社の商標または登録商標です。 

＜各社の商標＞ 

 ・Googleスライド 



・第２時～第４時 「第３章 日本の諸地域 第４節 中部地方②」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【追究活動の見通しを示した図】         【考え・考察に関する視点】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒が作成したウェビングマップ】       【考察の手順を示したもの】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ブラッシュアップシートの活用の様子】     【補完・修正した考察】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【提出用の動画に関する確認事項】        【動画の貼り付け用スライド】 

 

 

 



・第５時～第６時 「第３章 日本の諸地域 第４節 中部地方③」 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安中市への提言に向けて①】          【安中市への提言に向けて②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安中市への提言に向けて③】         【アンケートの回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安中市のいいところ】             【安中市の課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活用するためのリンク集】 

 

 

 

 

 

 


